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１．Ｐｅｔｅとは 

 
本ソフトウェア Ｐｅｔｅ（ピート）は、パソコンの操作が困難あるいは不慣れなかたが、

効率的に日本語入力や Windows 操作を行えるように予測入力による支援を行なうソフト

ウェアです。過去の入力履歴からユーザがしようとしていることを予測し、その予測内容

を例示することで、実現したいことがより少ない操作回数でできるようにします。 

日本語入力の場合、単語の読みの一部を入力すると、過去の単語出現状況をもとに、入

力しようとしている単語を予測して複数の候補を例示することができ、さらに予測・例示

された単語（候補）のいずれかを選んで確定すると、その次に入力されるであろう単語も

予測します。Ｐｅｔｅは学習機能を備えているので、予測の精度は使い込むほど高まって

いきます。 

Windows 操作の場合、アプリケーション毎に操作するメニューや順番が違います。Ｐｅ

ｔｅは過去に行った操作順序の記録をアプリケーション別に管理し、アプリケーションの

切り替わりや現在使用しているアプリケーションを自動認識することにより、高い精度で

次に行なおうとしている操作を予測・例示します。 

こうして表示された予測候補を選択することで必要な操作ができるため、操作の手数を

従来方式よりも減少させることができ、日本語入力や Windows 操作の負担が軽減されます。 

 

２．Ｐｅｔｅを起動するまで 

 
２－１．ダウンロードファイルの解凍 

（１）ＰｅｔｅＷＥＢコミュニティーからＰｅｔｅをダウンロードします。 

（２）ダウンロードした exe ファイル（ファイル名はＰｅｔｅのオプションによって異

なります）のアイコンをダブルクリックし、解凍します。 

（３）解凍すると、「Petexxx」というフォルダが作成されます。（xxx の部分はＰｅｔ

ｅのバージョンによって異なります。） 

 

図 2-1 Ｐｅｔｅが解凍された状態（バージョン 1.56） 
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２－２．Ｐｅｔｅを起動する 

（１）Ｐｅｔｅの起動 
「Petexxx」フォルダの中にある「Pete.exe」アイコンをダブルクリックすると、Ｐ

ｅｔｅが起動し、図 2-2 のようなソフトキーボード（ひらがなキーボード）が表示され

ます。標準設定では、図 2-2 のように画面の下約３分の１がＰｅｔｅの表示エリアとな

ります。 

 

図 2-2 Ｐｅｔｅ完成版の起動画面 

 
（２）表示サイズを変更するには 

 Pete 表示エリアの縦幅は、次の２つの方法で変更することができます。 

 
① マウスを使って拡大・縮小する 

マウス操作ができる方は、マウスをＰｅｔｅの上端にあわせてドラッグすると、Ｐｅ
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ｔｅの表示サイズを任意の高さに変更できます。 

 
図 2-3 ドラッグによる縦サイズ変更 

 

 

 
② 表示拡大・縮小キーを使って拡大・縮小する 

マウス操作が困難な方は、Ｐｅｔｅキーボードの右側にある「Pete 調整」ボタンを選

択し、表示される拡張パネル上の「Ｐｅｔｅ拡大」または「Ｐｅｔｅ縮小」ボタンを選

択すると、その都度、縦幅が拡大または縮小されます。（ソフトキーボードの操作方法

の詳細はこのマニュアルの後の方で解説します） 

 

図 2-4 Pete 調整パネルでの縦サイズ変更 

 

 

 

 

マウスポインタを Pete の上の縁に合わせ、ポインタの形が変化し
たのを確認して上下にドラッグします。 

「Ｐｅｔｅ拡大」を選択する毎にＰｅｔｅの縦幅が広くなり、
「Ｐｅｔｅ縮小」を選択する毎にＰｅｔｅの縦幅が狭くなります。



6 

３．Ｐｅｔｅのソフトキーボード 

 

   Ｐｅｔｅは、画面上に表示させたキーボードを使ってパソコンへの入力を行います。

この、画面上に表示するキーボードを「ソフトキーボード」と呼びます。これに対して、

パソコンに付属しているハードウェアとしてのキーボードを「ハードキーボード」と呼

びます。また、ソフトキーボード上に表示されているキーのことを、ハードキーボード

上のキーと区別するために「ボタン」と呼ぶことにします。 

Ｐｅｔｅには大きくわけて「ひらがなキーボード」「英字キーボード（４通り）」「Ｗ

ｉｎ操作キーボード」の６種類のソフトキーボードが用意されています。また、自分の

好みや用途に合わせてオリジナルのソフトキーボードを追加したり、既に用意されてい

るソフトキーボードを使いやすいように作り変えることもできます。（詳細はカスタマ

イズマニュアルを参照） 

 

３－１．ひらがなキーボード 

 

図3-1 ひらがなキーボード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各部分、ボタンの機能は以下のとおりです。 

 

（１）情報表示ウィンドウ 

①読み表示部  ユーザが読みとして入力した文字をカタカナで表示します。こ

こは表示部で、選択・操作することはできません。 

②制限解除ボタン  Peteのお試し版の機能制限を解除するパスワードを入力する時

に使用します。機能制限解除すると表示しなくなります。 

③キー入力モード表示部  ハードキー入力モードの時、選択している入力方式をこ

機能ボタン（左側） 機能ボタン（右側）文字入力ボタン

単語予測ウィンドウ 操作予測ウィンドウ情報表示ウィンドウ

①

② ③ ④
⑤⑥

⑦
⑧ ⑨

⑩

⑪

⑫ ⑬

⑭

⑮

⑯
⑰
⑱

⑲
⑳

機能ボタン（左側） 機能ボタン（右側）文字入力ボタン

単語予測ウィンドウ 操作予測ウィンドウ情報表示ウィンドウ

①

② ③ ④
⑤⑥

⑦
⑧ ⑨

⑩

⑪

⑫ ⑬

⑭

⑮

⑯
⑰
⑱

⑲
⑳
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こに表示します。 

 

（２）単語予測ウィンドウ  入力した読みがなから予測した単語候補を表示するエリア

です。 

④単語候補ボタン  文字ボタンで選んだ文字から予測される単語の候補で、最大８

個まで表示されます。いずれかのボタンを選択すると、その単

語（文字）がアプリケーションに入力されます。 

⑤次候補・前候補ボタン  候補ウィンドウの中に入力したい単語が出てこない時に、

次候補ボタンを選択すると更に候補が表示されます。前候補ボ

タンを選択すれば、一つ前の候補群に戻ります。 

⑥ＩＭＥ候補ボタン   使用しているＩＭＥからの候補だけが単語予測ウィンドウに表

示されます。 

予測候補ボタン ＩＭＥ候補ボタンを押した時、表示を元に戻すためのボタンで

す。このボタンを選択すると、再び予測候補も表示されるよう

になります。 

⑦ユーザ候補ボタン ユーザが単語登録した言葉の中から予測した候補のみを表示し

ます。 

 

（３）操作予測ウィンドウ  直前に実施した操作等から予測した、次に行う操作の候補

を表示するエリアです。 

⑧操作候補ボタン  起動しているアプリケーションや過去の履歴から予測される操

作の候補で、最大８個まで表示されます。いずれかのボタンを

選択すると、その操作がアプリケーションに送られ実行されま

す。 

⑨次候補・前候補ボタン 候補ウィンドウの中に操作したい機能が出てこない時

に、次候補ボタンを選択すると更に候補が表示されます。前候

補ボタンを選択すれば、一つ前の候補群に戻ります。 

 

（４）文字入力ボタン 入力する言葉の読みがなを指定するために使うボタンです。 

⑩５０音ボタン ひらがな、句読点、カッコ等の文字を指定するボタンです。各

ボタンを選択すると、その文字はカタカナで読み表示部に表示

され、またその文字およびその文字から予測される単語が単語
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予測ウィンドウに表示されます。 

⑪拡張ボタン 選択すると、各列のひらがなの濁音、半濁音、促音、拗音、小

文字（ば ぴ っ ぴゅ ぁ 等）が入力できるソフトキーボ

ードに移行します。 

 

（５）機能ボタン（右側） 

⑫Pete 調整 Peteの表示サイズを変更したりスキャン速度を調整したい時に

選択します。 

⑬単語登録 Ｐｅｔｅのユーザ辞書への単語・用例登録がダイアログからで

きます。（５－４参照） 

⑭キーボード切り替え 表示するソフトキーボードを切り替えます。（現在表示されて

いるソフトキーボードのボタンは白抜き表示になります。） 

・ひらがな    ・・・ 立ち上げ時最初に表示される５０音キーボード  

・数字     ・・・ 数字入力用の１０キー 

・Ｗｉｎ操作  ・・・ スキャンモード用の簡単な Windows 操作補助キーボード 

・ａｂｃ    ・・・ 全角（漢字）英数小文字キーボード 

・abc       ・・・ 半角英数小文字キーボード 

・ＡＢＣ    ・・・ 全角（漢字）英数大文字キーボード 

・ABC       ・・・ 半角英数大文字キーボード 

⑮Ｐｅｔｅ終了     Ｐｅｔｅを終了する時に選択します。選択すると、図 3-2 に

示すＰｅｔｅ終了パネルが表示されます。誤って「Ｐｅｔｅ終了」を選択した場合は、

ここからＰｅｔｅに戻ることができます。 

 

図3-2 Ｐｅｔｅ終了パネル 
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（４）機能ボタン（左側） 

⑯Ｓｃａｎ スキャンモードの切り替え（ＯＮ／ＯＦＦ）をするボタンです。 

⑰ＢＳ  直前に入力した一文字を消去します（５－３参照） 

⑱改行   改行コード入力（アプリケーションに直接入力されます） 

⑲Ｔａｂ  タブコード入力（アプリケーションに直接入力されます） 

⑳移動   カーソル移動キーを集めたキーボードに移行します。 

 

その他のボタン 

・濁点     ・・・ 最後に入力したひらがな１文字を濁点文字（例：が）に変換 

            します。 

・半濁点    ・・・ 最後に入力したひらがなを半濁点文字（例：ぱ）に変換しま

す。 

・小字     ・・・ 最後に入力したひらがなを小文字（例：ぃ）に変換します。 

・ー      ・・・ 全角ハイフン入力 

・全空     ・・・ 全角スペース入力（アプリケーションに直接入力されます） 

・Space     ・・・ 半角スペース入力（アプリケーションに直接入力されます） 

 

 

３－２．英字キーボード 

 

図3-3 英字キーボード 

 

 
 
 
（１）文字ボタン 

①英字ボタン 英字（アルファベット）を入力するボタンです。英字には 4 種

類のソフトキーボードがあり、それぞれ全角大文字・全角小文

① 

②
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字・半角大文字・半角小文字の入力ができるようになっていま

す。各ボタンを選択すると、その文字から始まる英単語を予測

して候補を表示します。（文字を直接アプリケーションに入力

するタイプのソフトキーボードもあります。） 

②大字／小字ボタン 小文字のソフトキーボードで一部だけ大文字を入力したい時、

もしくは大文字のソフトキーボードで一部だけ小文字を入力し

たい時に利用します。選択すると、各列の英字の大文字だけが

表示されたソフトキーボードに移行します。 

（※その他各部分の名称・ボタンの機能についてはひらがなキーボードの解説を参照） 

 

 

３－３．Ｗｉｎ操作キーボード 

 

図3-4 Ｗｉｎ操作キーボード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）アプリケーション起動ボタン 

①アプリ起動ボタン ウィンドウズの基本的なアプリケーションを起動します。 

 

（２）カーソル移動ボタン 

②Ｈｏｍｅ，Ｅｎｄ アプリケーション内にある文字カーソルをトップ（Ｈｏｍｅ）

や最後尾（Ｅｎｄ）の位置に移動します。 

③ＰＧ－ＵＰ、ＤＮ ＰＧ－ＵＰは「Ｐａｇｅ ＵＰ」、ＰＧ－ＤＮは「Ｐａｇｅ Ｄ

ＯＷＮ」の略で、１ページ前（ＵＰ）、後（ＤＯＷＮ）にカー

ソルを移動します。 

④矢印ボタン アプリケーション内にある文字カーソルを１行上下（↑↓）、

１文字左右（←→）移動します。 

① ② ③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

アプリケーション
起動ボタン

カーソル移動ボタン 機能ボタン１ 機能ボタン２

① ② ③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

アプリケーション
起動ボタン

カーソル移動ボタン 機能ボタン１ 機能ボタン２
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⑤“＞＞”付のボタン  連続的に移動を行うボタンです。たとえば、「＞＞」がつい

ているカーソル移動ボタンを選択すると、次にそのボタンを選

択するまでカーソル移動が連続して行なわれます。オートスキ

ャンで使用する場合は、選択すると次にスイッチを押すまでス

キャンがそのボタンで停止した状態になります。 

 

（３）機能ボタン１ 

⑥Ｓｈｉｆｔ、Ｃｔｒｌ、Ａｌｔ 「Ａｌｔ＋？」のような入力をしたい時使用

します。いずれかを選択するとＷｉｎ操作用英字キーボードが

表示される（図 3-5）ので「？」の部分の文字を選択します。

これら３つのボタンを選択した時から「？」を押すまではハー

ドキーボードでＡｌｔキー等を押したまま次の操作をしている

のと同じ状態になります。例えば、「Ａｌｔ＋Ｆ」でファイル

のプルダウンメニューが開いたり、「Ｃｔｒｌ＋Ｃ」で選択中

文字列をクリップボードにコピーするといった時に使います。 

 

図3-5 Ｗｉｎ操作用英字キーボード 

 
 

⑦ＳＦＴ－ＬＣ 「Ｓｈｉｆｔ－Ｌｏｃｋ」の略で、Ｓｈｉｆｔを押したままで

カーソルを移動したい時に使用します。マウスのドラッグ操作

に相当し、通常はテキストの範囲指定するために用います。こ

のボタンを選択するとＷｉｎ操作用カーソル移動キーボード

（図 3-6）に移行し、「解除」が選択されるか、マウスがカー

ソル移動キーボードから外れるまで、連続して選択（カーソル

移動）可能になっています。 
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図3-6 シフトロック用カーソル移動キーボード 

 
 

⑧Start Windows 画面の左下にある「スタート」ボタンと同じ働きをし

ます。ウィンドウズの「スタートメニュー」を表示し、Ｐｅｔ

ｅはスタートメニュー専用のカーソル移動パネル（図 3-7）に

移行します。スキャン利用の場合は、このカーソル移動パネル

を使って、スターとメニュー上のカーソルを連続して移動させ

ることができます。 

 
図3-7 スタートメニュー用カーソル移動パネル 
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⑨Tab 移動 Tab、バック Tab およびそれらの連続入力を行うボタンです。ウ

ェブブラウザでリンクのフォーカスを移動する場合などに使用

します。 

 
⑩Ｆｎ ファンクションキーのコードを入力する時に選択します。Ｆｎ

ボタンを選択すると、Ｆ１～Ｆ２４のボタンがある拡張キーボ

ードが表示されます。（図 3-8） 

 
図3-8 ファンクションキー選択パネル 

 

 

⑪Win 終了 Windowsを終了するためのボタンで、選択すると図3-9が現れ、

終了の確認が求められます。ウィンドウズのバージョン別に操

作ボタンが表示されますので、必ずお使いのウィンドウズのバ

ージョンに合わせてボタンを選択してください。他のバージョ

ンの操作ボタンを選択しても、正しくウィンドウズが終了しな

いことがあります。 

 

図3-9 Ｗｉｎｄｏｗｓ終了パネル 
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（４）機能ボタン２ 

⑫タスク切替 Pete 以外にアプリケーションを複数起動しているとき、アクテ

ィブな（操作対象となる）アプリケーションやウィンドウを切

り替えます。 

⑬DskTop 開いているウィンドウ（Ｐｅｔｅは除く）を最小化し、デスク

トップを表示します。 

⑭ﾀｽｸﾄﾚｲ、ﾄﾚｲ移動 タスクトレイ（ウィンドウズ画面の一番下に表示されているバ

ー）を操作する時に使用します。「タスクトレイ」はフォーカ

スをタスクトレイに移動します。「トレイ移動」はタスクトレ

イ内のフォーカス移動に使用します。 

⑮右クリック フォーカスしているオブジェクトに対して、マウスの右クリッ

クに当たる操作を行います。例えば、アイコンにフォーカスが

ある場合には、コンテキストメニューを表示します。 

⑯Menu 現在使っているアプリケーションのプルダウンメニュー（通常

「ファイル」のメニュー）を開きます。このボタンは、オート

スキャン操作を想定したものです。（詳しくは７－３参照） 

⑰コマンド Shift、Cntl、Alt を使ったコマンド入力を指定するためのボタ

ンです。このボタンを選択すると、Win 操作用英字キーボード

（図 3-5）を表示します。 

⑱Explor エクスプローラ（ウィンドウズのファイル表示ソフト）を起動

します。 

⑲その他 ハードウェア・キーボードでよく使われるキーを集めたもので、

直接アプリケーションに入力されます。 

・Ｅｓｃ    ・・・ Ｅｓｃコードを入力します。 

・ＰＲＴＳＣＮ ・・・ 「Ｐｒｉｎｔ Ｓｃｒｅｅｎ」の略で画面のハードコピーを

とります。 

・Ｂｒｅａｋ  ・・・ Ｂｒｅａｋコードを入力します。 

・Ｉｎｓ    ・・・ 挿入モードのＯｎ／Ｏｆｆの切り替えをします。 

・Ｄｅｌ    ・・・ アプリケーション側の文字カーソルの１つ後ろにある文字を

削除します。 
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４．Ｐｅｔｅで文字を入力する（基本的な操作） 

 

 ここでは、Ｐｅｔｅを使って文字を入力する手順について解説します。ここでは、Pete

の基本的な入力手順をマウス操作の場合を例にとって説明します。オートスキャン入力

やハードキーボード入力でPeteを使いたい場合も、まずここでの説明を読んでPeteの基

本的な使い方を理解してから、「オートスキャンモードでの入力方法」、「ハードキー

ボード入力モードでの入力方法」を読むようにしてください。 

 

それでは、Peteを使って「夏が終わりました」という文章を入力してみましょう。 

 

（１）「Ｐｅｔｅ」を使って日本語入力を行いたいアプリケーションソフトを起動します。

（図4-1は、「ワードパッド」を起動した状態） 

 

図4-1 ワードパッドを起動した状態 （日本語入力の準備完了） 

 

（２）文字を入力するアプリケーションソフトのウィンドウがアクティブになっているよう

にした上で（タイトルバーが色付きになっている状態。図4-1参照。もしそうなってい

ない場合は、入力対象となるアプリケーションのウィンドウをマウスで１度クリック

するか、Win操作パネル上の「タスク切り替え」を使ってアクティブにしてください）、

ソフトウェア・キーボード上の入力したい文字のボタン上にマウスポインタを移動し

て選択します。 

   ここでは「夏」の頭文字「な」を選択します。すると、ソフトキーボードの上部にあ

る単語予測ウィンドウに、「な」で始まる候補単語がリスト表示されます。（図4-2） 

タイトルバー 
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図4-2 文字入力時の画面 （「な」を選択した時の例） 

 

 

（３）候補の中に入力したい単語がない場合は、続けて次の１文字（この場合は「つ」）

をソフトキーボードから選択します。すると入力した２文字を先頭に含む候補単語が

単語予測ウィンドウに表示されます。（図 4-3） 

   ここで、まだ単語予測ウィンドウに入力したい単語が表示されないときは、表示され

るまで（３）の操作を繰り返します。 

   また、候補の中に入力したい単語が表示されない場合、「次候補」もしくは「ＩＭＥ

候補」ボタン（５－６参照）を選択して、他の候補単語を表示させることもできます。 

 

図 4-3 文字入力時の画面（「な」「つ」を選択した時の例）  
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（４）入力したい単語が単語予測ウィンドウに現れたら、マウスポインタを単語予測ウィン

ドウに移動し、該当する単語を選びます。 

   これで入力単語が確定し、アプリケーション側に単語が入力されます。（図 4-4） 

 

図 4-4 入力単語確定時の画面（「夏」を選択した時の例） 

 
 

（５）図４-４の画面で、Pete は「夏」の次に入力する可能性の高い言葉を予測して単語予

測ウィンドウに表示しています。候補の中に「が」があればそれを選択します。候補

の中に「が」がなければ、ソフトキーボードで「が」を選択します。 

ソフトキーボードで「が」を入力するには、まず「こ」の下にある「拡張」ボタン

を選択します。すると、Pete はか行の濁音（がぎぐげご）や拗音（きゃきゅきょ）を

入力するための拡張キーボードに移行するので、ここから入力したい文字（が）を選

びます。選択した文字が単語予測ウィンドウに表示され、ひらがなキーボードに自動

的に戻ります。また、文字ボタンを選択せずに「戻る」ボタンで戻ることもできます。 

    なお、濁音・半濁音の場合には、５０音ボタンでかな文字を選択した後に「濁点」

「半濁点」ボタンを選択し、その文字を濁音・半濁音にする方法もあります。 

 

図 4-5 濁音等の入力画面 （「か」行の拡張ボタンを選択した場合） 
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（６）次に、同様に「お」「わ」「り」「ま」「し」「た」をソフトキーボードで順に選

択し、その途中で単語予測ウィンドウに「終わりました」が現れたら、その候補を選

択します。 

 
  

５．知っておいていただきたいこと（単語予測編） 

 

５－１．特殊文字の入力 

 すでに「が」の入力で説明しましたが、濁音・拗音・小文字など、Ｐｅｔｅのひらが

なキーボードにない文字（かな）を入力したい場合は、入力したい文字が該当する行の

一番下にある「拡張」ボタンを選択し、表示される拡張キーボードで文字を選択します。 

 濁音・半濁音の場合には、５０音ボタンでかな文字を選択した後に「濁点」「半濁点」

ボタンを選択し、その文字を濁音・半濁音にする方法もあります。 

 

 

５－２．英字の入力 

 英字を入力したい場合には、キーボード切り替えボタン（ABC,ａｂｃ等）を選択し、

ソフトキーボード全体を切り替えます。入力手順はかな入力と同様で、入力したいアル

ファベットのボタンを選択すると、そのアルファベットからはじまる単語が単語予測ウ

ィンドウに表示されます。ただし、ダウンロードしたばかりのPeteは英単語が辞書に登

録されていないので、英語の予測は行いません。あなたが英単語をPeteで入力する都度、

その英単語を学習して予測するようになります。 

 

図5-3 英字キーボードに切り替えた画面 

 

 

 小文字キーボードを使って英字を入力している最中に、１文字だけ大文字を入力した

いような場合には、入力したい英字の列の｢大字｣キーを選択すると、その列だけの大文

字キーボードに切り替わります。どれか一文字を選択すると元の英字キーボードに戻り

ます。 
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図5-4 「大字」ボタンを選択したところ 

 

 

英字キーボードからひらがなキーボードに戻るにはキーボード切り替えボタン（ひら

がな）を選択します。  

 

５－３．ＢＳボタン 

Peteの各ソフトキーボード上にあるＢＳボタンはＰｅｔｅの状態によって機能が異なり

ます。 

（１）既に何文字か読みがなを入力済みの場合 

現在Peteが憶えている読みがなを１文字削除し、候補リストを更新します。 

例えばひらがなキーボードで「あいう」という文字を打ち込んでいる状態で、Ｂ

Ｓキーを選択すると、入力した読みがなから「う」を消して、「あい」の候補リ

ストを再度候補ウィンドウに表示します。 

 

（２）読みがなを入力していない場合 

単語の入力直後など、Peteに読みがなが何も入力されていない状態では、BSボタ

ンを選択するとアプリケーションに入力されている文字を1文字消去します。削除

する文字はアプリケーションで文字カーソルがある手前の文字が削除されます。 

 

５－４．単語登録 

 Ｐｅｔｅは単語予測用の独自の辞書を持っていますが、この辞書にない単語について

も、ＩＭＥから変換候補を呼び出して入力することができるようになっています。ＩＭ

Ｅでも変換できない単語や、個人的によく使う単語・略語などを入力したい場合は、Ｐ

ｅｔｅのユーザー辞書に単語登録を行うと、それ以降は「読み」の一部を入力した時点

で候補単語として予測・例示されるようになって便利です。登録手順は以下のとおりで

す。 

 

（１）ソフトキーボードの右上にある「単語登録」ボタンを選択します。 

   図5-5のような「単語登録」ウィンドウが表示されます。 

（２）カーソルは「単語」欄にあるので、Ｐｅｔｅのソフトキーボードを使って漢字変



20 

換後のつづりを入力します。（ハードキーボードから入力することもできます） 

（３）ソフトキーボード上の「tab」ボタンを選択すると、カーソルが「読み」欄に移動

します。  

（４）同様にして「読み」をひらがなで入力します。  

（５）単語登録ウィンドウの「登録」ボタンを選択すると、入力した単語がＰｅｔｅ辞

書に登録され、以降は予測・例示の対象となります。 

（６）登録が終わったら「閉じる」ボタンを選択し、単語登録ウィンドウを閉じます。 

 

図5-5 単語登録時の画面   

 

５－５．Ｐｅｔｅの自動学習機能 

 Ｐｅｔｅは入力された読みがなから予想される単語をリストアップする際、まず、Ｐ

ｅｔｅ独自の辞書２つ（フレーズ辞書と単語辞書）から呼び出します。さらにＩＭＥ辞

書（ＭＳ－ＩＭＥやＡＴＯＫの辞書）からも「読み」を使って候補の単語を引き出して

きて候補ウィンドウに表示します。ただし、ＩＭＥから呼び出した候補は、予測は働か

ず、入力した読みがなに一致する読みの単語が示されます（例えば読みがなを「あ」と

入力した段階では「朝」「明日」などの候補がＰｅｔｅ独自辞書から、「亜」「阿」な

どの候補がＩＭＥから呼び出されます）。ユーザがＩＭＥ辞書からの候補を選ぶと（ユ

ーザには表示されている候補がどの辞書から呼び出されたものかは分かりません）、そ

の単語はアプリケーションに入力されると同時に、自動的にＰｅｔｅ独自の単語辞書に

も記録されます。 

 このように、ＰｅｔｅはいったんＩＭＥを使って入力した単語を自動的に学習し、予

測入力の対象となる単語の数（語彙）を広げていきます。 

 

５－６．ＩＭＥ候補ボタン・予測候補ボタン 

 ５－５．で説明したようにＰｅｔｅはフレーズ辞書と単語辞書、さらにはＩＭＥ辞書

から候補を呼び出していますが、「読み」を入れた時に候補がたくさんあって目的の候

補が見つけにくい時は、「ＩＭＥ候補」ボタンを選択するとＩＭＥ辞書からの候補だけ

が予測ウィンドウに表示されます。再度、予測した候補も表示させたい場合は、「予測
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候補」ボタンを選択することで元に戻ります。 

 この時注意することは、“Ｐｅｔｅ独自辞書から候補を表示する”場合は目的の単語

の「読み」全てを入力しなくても候補に挙がりますが、“ＩＭＥ候補だけ”のときは入

力した「読み」に対応する漢字しか候補に挙がりません。つまり、ＩＭＥ候補ボタンを

使用する時は、目的の単語の「読み」全部を文字ボタンで入力して下さい。 

 

５－７．ユーザ候補ボタン 

 ５－４．で説明したように、Ｐｅｔｅは単語登録で各ユーザ独自の言葉や言い回しを

辞書に登録することができます。読みがなが入力され、予測候補が表示されている状態

で「ユーザ候補」ボタンを選択すると、ユーザが登録した言葉だけから候補を表示しま

す。 

 この場合は、読みがなのすべてを入力しなくても、Ｐｅｔｅは候補の言葉を予測して

表示します。 
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６．Ｐｅｔｅでアプリケーションを操作する 

 

 ここでは、Ｐｅｔｅを使ってアプリケーションを操作する手順について、Outlook 

Expressでメールを作成、送信する場合を例にとって解説します。 

 

（１） Outlook Expressを起動します。まず、ＰｅｔｅをWin操作キーボードに切り替え

ます。Win操作キーボードには主要なアプリケーションを起動するボタンがあり、「メ

ール」を選択するとOutlook Expressが起動します。 

 

図 6-1 アプリケーション起動ボタン 

 

        「メール」を選択すると Outlook Express が起動します。 

 
（２） Outlook Expressを起動すると、Ｐｅｔｅの操作予測ウィンドウに「ﾒｯｾｰｼﾞ作成」

という候補が表示されているので、これを選択します。 

 

図 6-2 Outlook Express を起動した状態 
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（３）メッセージのウィンドウが開きます。半角英小文字キーボードに切り替え、宛先を入

力します。宛先を入力し終えたら、ソフトキーボード上の「Tab」ボタンを選択し、次

の項目にカーソルを移動します。同様にキーボードを切り替え、単語予測ウィンドウ

を使いながら件名、メール本文を入力します。 

 

図 6-2 メッセージ作成画面の呼び出し 

 
 

（４）Pete を使ってメールの文章を入力していくと、図 6-3 のように、次に行われそうなコ

マンドのキーが操作予測ウィンドウに表示され、これらのキーを選択することで、フ

ァイル添付や文章の切り貼り等の作業ができます。希望の候補が見つからない時は「次

候補」キーを選択すると別の操作候補を表示します。 

 

図 6-3 操作予測の例 
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（５）図 6-4 は本文の入力が終わったところです。操作予測ウィンドウに「メッセージ送信」

というキーが表示されているので、これを選択してメッセージを送信します。 

 

 

図 6-4 メッセージの送信 
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７．知っておいていただきたいこと（操作予測編） 

 

７－１．操作予測ウィンドウ内候補の自動切換 

Ｐｅｔｅは常にアクティブなアプリケーションを識別し、自動的にそのアプリケーシ

ョンに合った操作予測候補を取り出して例示するので、使うアプリケーションを切り替

えると、Ｐｅｔｅを操作していなくても候補内容が切り替わります。 

最初は操作予測ウィンドウ内の候補が突然切り替わるので戸惑うことがあるかもしれ

ませんが、慣れてくるとアプリケーション毎に操作を管理しているので、よく使う操作

が候補の最初のほうに表示され、使いやすいものになります。 

ただし、ダウンロードした状態のＰｅｔｅが識別して個別に操作予測を行うのは、以

下の６つのアプリケーションに限られます。 

 

（ⅰ）アウトルック・エクスプレス（ウィンドウズ標準の電子メールソフト） 

（ⅱ）エクスプローラー （ファイル等を表示するウィンドウのことです） 

（ⅲ）インターネット・エクスプローラー（ウィンドウズ標準のウェブブラウザ） 

（ⅳ）MSワード 

（ⅴ）MSエクセル 

（ⅵ）Windows メディアプレイヤー（Version9） 

 

 これらのアプリケーションは、いずれもＷｉｎ操作キーボードのアプリケーション起

動ボタンから起動できるようになっています。（それぞれのアプリケーションがパソコ

ンにインストールされている必要があります） 

（ⅰ）～（ⅵ）以外の特定のアプリケーションを識別させ、独自の操作予測をさせたい

場合は、「操作辞書作成マニュアル」を参照して操作辞書を作成してください。 

 

 

７－２．単語予測・操作予測ウィンドウの切り替え 

Ｐｅｔｅを立ち上げると、最初は単語予測ウィンドウが大きく操作予測ウィンドウが

小さいひらがなキーボードが表示されます。ここで、操作予測ウィンドウを選択する（操

作予測ウィンドウのエリア内でマウスクリックするか、オートスキャンで操作予測ウィ

ンドウにフォーカスが当たった時に選択操作を行う）と、その瞬間、Ｐｅｔｅが今から

ユーザが行うのは日本語入力ではなくアプリケーションへの操作であると判断し、自動

的に単語予測ウィンドウを小さくし操作予測ウィンドウを大きく表示しなおします。さ

らにキーボードもＷｉｎ操作キーボードに切り替わります。反対にＷｉｎ操作キーボー

ドで単語予測ウィンドウを選択すると、単語予測ウィンドウを大きく操作予測ウィンド

ウを小さくし、そしてキーボードもひらがなキーボードに切り替えます。 

各キーボードにあるキーボード切り替えキーを選択することで、単語予測・操作予測

ウィンドウの大きさを替えるようになっています。この場合、Ｗｉｎ操作キーボードの
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みが操作予測ウィンドウを大きく表示するようになっています。 

 

 

７－３．マウス操作でのアプリケーション内メニュー操作 

ＰｅｔｅのＷｉｎ操作キーボード上の「Ｍｅｎｕ」ボタンを選択すると、アプリケー

ションのプルダウンメニューが開きますが、Ｐｅｔｅのマウス操作ではその後のメニュ

ー操作はうまくできません。マウス操作可能な方は、プルダウンメニューの操作にはＰ

ｅｔｅを使わず、直接アプリケーションのメニューを操作するようにしてください。 
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８．オートスキャンモードでの操作方法 

 

重度肢体不自由の方のパソコン操作用に、Ｐｅｔｅではオートスキャンモードを用意

しています。 

オートスキャンモードでは、ソフトキーボード上のフォーカス領域を一定のスピード

で移動（スキャン）させ、１つの入力スイッチのみを使用してフォーカス領域を選択し

ていくことにより入力を行います。スイッチ入力装置がない場合は、パソコンのハード

キーボードの「Ｆ８」キーでその機能を代用することが出来ます。この操作キーは、環

境設定ファイルを書き換えることにより変更することができます（詳細はカスタマイズ

マニュアルを参照）。 

オートスキャンモードでの操作方法は以下の通りです。 

 

※スキャンモードで操作を行う時は、必ずマウスポインタをＰｅｔｅの表示エリア外に置

いてください。 

 

８－１．オートスキャンモードで文字を入力する 

 

（１）Ｐｅｔｅの起動、入力アプリケーションソフトの起動は「２．Ｐｅｔｅを起動する」

と同様に行います。マウス操作が不可能な場合は、介助者にお願いするか、ウィン

ドウズのスタートアップにＰｅｔｅを設定しておきます。 

 

（２）起動直後のＰｅｔｅソフトキーボードでは、左側にある「Ｓｃａｎ」ボタンにフォ

ーカスがある（キーの色が濃い青に変わっている）状態になっており、ここで、た

だちにスイッチ入力を行うと、オートスキャンが開始されます。 

 

（３）オートスキャンは、①「ゾーン」（単語予測ウィンドウ／操作予測ウィンドウ／ソ

フトキーボード）、②「グループ」（ソフトキーボード内に設定された複数ボタン

のかたまり）、③「行」（あ行、か行など１行ずつ）④「ボタン」（個別の文字ま

たは単語のボタン）の順で行われます。オートスキャンのフォーカスがどこにある

かは、各領域の色の変化で表現されます。各領域にフォーカスがある（領域に色が

ついていたり、濃い色に変わっている）時にスイッチ入力操作を行うことで、その

ゾーン、グループ、行またはボタンを選択することができます。 
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① ゾーンスキャン 

単語予測ウィンドウと操作予測ウィンドウ、ソフトキーボードゾーンを順番にフォーカ

スが移動します。スイッチ入力でいずれかのゾーンを選択します。 

 

図8-1 ゾーンスキャン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② グループスキャン 

 ①でキーボードゾーンを選択すると、キーボード上に設定されたグループ毎に順次フォ

ーカスが移動するようになります。「ひらがなキーボード」では、ソフトキーボード上の

キーが６つのグループに分けられており、左から順にフォーカスが移動していきます。ス

イッチ入力で、いずれかのグループを選択します。何も操作しなければ、３週した後①の

状態に戻ります。 

 

図8-2 グループスキャン 

 
 

 

 

 

 

 

(1)単語予測ウィンドウ (2)操作予測ｳｨﾝﾄﾞｳ

(3)キーボードゾーン

(1)単語予測ウィンドウ (2)操作予測ｳｨﾝﾄﾞｳ

(3)キーボードゾーン

フォーカスが３つのゾーンを順に移動
（ワンスイッチ入力でいずれか選択）



29 

③ 行スキャン 

  ②でグループを選択すると、「あ行」「か行」等の行毎に順次フォーカスが移動して

いきます。スイッチ入力でいずれかの列を選択します。何も操作しなければ、３周した

後①の状態に戻ります。 

 

図8-3 行スキャン 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

④ ボタンスキャン 

③で行を選択すると、選択した行のボタンを順次フォーカスが移動していきます。スイ

ッチ入力でいずれかのキーを選択します。何も操作しなければ、３周した後①の状態に

戻ります。 

 

図 8-3 ボタンスキャン 
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⑤ 候補スキャン 

①で単語予測ウィンドウを選択した場合、表示されている候補単語、「ＩＭＥ候補」な

どの候補単語の表示を切り替えるボタンを順次フォーカスが移動していきます。スイッ

チ入力でいずれかのボタンを選択します。何も操作しなければ、３周した後①の状態に

戻ります。 

 

図 8-4 単語候補のスキャン 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 拡張パネルでのスキャン 

ひらがなキーボードで拡張ボタンを選択すると、拡張キーボードが表示されて、スキャ

ンはその拡張キーキーボードに移行します。その後の操作手順はひらがなキーボードの

場合と同様です。拡張キーボードでいずれかのキーを選択した場合、または何も操作せ

ずにスキャンが３周した場合には、自動的に①の状態に戻ります。 
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８－２．オートスキャンモードでＷｉｎｄｏｗｓの操作をする 

 

（１）Ｗｉｎ操作キーボードでは、キーボードゾーンは５つのグループに分かれており、

うち３つのグループは複数行を含んでいます。オートスキャンの順序は①「ゾーン」

②「グループ」③「行」④「ボタン」の順で行われます。 

 

① ゾーンスキャン 

ひらがなキーボードと同様、「単語予測ウィンドウ」「操作予測ウィンドウ」「キーボ

ードゾーン」の順にスキャンします。キーボードゾーンにフォーカスがある時にワンス

イッチ入力を行います。 

 

図 8-5 Ｗｉｎ操作キーボードのゾーンスキャン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② グループスキャン 

①でキーボードゾーンを選択すると、ソフトキーボード上のグループ毎に順次フォーカ

スが移動していきます。ワンスイッチ入力でいずれかのグループを選択します。何も操

作しなければ、３周した後①の状態に戻ります。 

 

図 8-6 グループスキャン 

 

 

 

 

 

 

 

(1)単語予測ウィンドウ (2)操作予測ｳｨﾝﾄﾞｳ

(3)キーボードゾーン

(1)単語予測ウィンドウ (2)操作予測ｳｨﾝﾄﾞｳ

(3)キーボードゾーン

フォーカスが３つのゾーンを順に移動
（ワンスイッチ入力でいずれか選択）
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③ 行スキャン 

②で３行で構成されるグループを選択した場合、そのグループ内の行毎に順次フォーカ

スが移動していきます。ワンスイッチ入力でいずれかの列を選択します。何も操作しな

ければ、３周した後①の状態に戻ります。 

 

図 8-7 行スキャン 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 操作ボタンスキャン 

②で１行で構成されるグループを選択した場合、または、③で行を選択した場合、選択

した行のボタンを順次フォーカスが移動していきます。ワンスイッチ入力でいずれかの

ボタンを選択します。何も操作しなければ、３周した後①の状態に戻ります。 

 

図 8-8 操作ボタンスキャン 

 

 

 

 

 

 

 

（２）Ｗｉｎ操作キーボードで「Ｓｈｉｆｔ」「Ｃｔｒｌ」「Ａｌｔ」のいずれかを選択

した場合、スキャンはＷｉｎ操作用英字キーボードに移行します。ここでは、キー

ボードゾーンは１行、１０行、３行から成る３つのグループに分かれており、オー

トスキャンの順序は②大グループ③行（複数行のグループを選択した場合）④「ボ

タン」の順で行われます。ここでいずれかのキーを選択した場合、または何も操作

せずに３周した場合、①Ｗｉｎ操作キーボードのゾーン選択に戻ります。 
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図 8-9 Ｗｉｎ操作用英字キーボードのスキャン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）Ｗｉｎ操作キーボードで「ＳＦＴ－ＬＣ」を選択した場合、スキャンはシフトロッ

ク用カーソル移動キーボードに移行し、その後③、④の状態が展開されます。ここ

でいずれかのキーを選択した場合、または何も操作せずに３周した場合、①Ｗｉｎ

操作キーボードのゾーン選択に戻ります。 

 

図8-10 シフトロック用カーソル移動キーボードのスキャン 
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（４）Ｗｉｎ操作キーボードで「MENU」を選択すると、アクティブになっているアプリケ

ーションのプルダウンメニュー（通常は「ファイル」メニュー）がオープンされる

とともに、スキャンはメニュー操作用カーソル移動キーボードに移行し、その後③、

④の状態が展開されます。ここでは、いずれかのカーソル移動ボタンを選択しても、

表示はＷｉｎ操作キーボードには戻らず、カーソル移動キーボード上で連続操作が

できるようになっています。繰り返しカーソル移動ボタンを選択してプルダウンメ

ニューのフォーカスを移動し、目的のメニューにたどり着いたら「確定」ボタンを

選択すると、そのメニューが実行されます。 

なお、カーソル移動キーボードで何も操作せずに３周した場合、①Ｗｉｎ操作キー

ボードのゾーン選択に戻るとともに、オープンしていたプルダウンメニューも閉じ

ます。 
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９．ハードキーボード入力モードでの操作方法 

 
 Ver.1.40 以降のＰｅｔｅは、新たにパソコンのハードキーボードで読みを入力し、Ｐ

ｅｔｅの単語予測機能を用いてかな漢字変換する「ハードキーボード入力」が可能にな

りました。 

 Ｐｅｔｅのハードキーボード入力は、キーガードやスティックなどを使ってハードキ

ーボード操作を行う障害者の利用を想定しています。健常者のパソコン利用者がブライ

ンドタッチで高速入力を行うような場合は、Ｐｅｔｅ側の処理が追いつかず、ダウンし

てしまうことがありますのでご注意ください。 

 ハードキーボード入力での操作方法は以下のとおりです。 
 
 

９－１．Ｐｅｔｅのハードキーボード入力の特長 

 

Ｐｅｔｅのハードキーボード入力は肢体不自由者の利用を想定しているので、一般的

なキーボード入力とは少し異なる配慮をしています。 

通常、大文字の英文字を入力したいときは「シフトキー＋英字」のように２つのキー

を同時に押す必要があります。ひらがなの小字の入力などでも同様です。こうした操作

が困難な方のために、Ｐｅｔｅのハードキーボード入力では、シフトキーなどの押しな

がらの操作をしなくてもこれらの文字を入力できるようにしました。 

詳しくは、以下の各項でご説明しています。 

 

９－２．ハードキーボード入力モードに切り替える 

 
ダウンロードした Pete は、初期状態ではハードキーボード入力が可能な状態になっ

ていません。（ハードキーボード入力用Ｐｅｔｅを除く） 

ソフトキーボードの右上にある「Pete 調整」ボタンを選択すると、Pete 調整用の拡

張キーボードが表示されます。そこにある「Key 入力」ボタンを選択すると、ハードキ

ーボード入力モードに切り替わります。ハードキーボード入力モードになっている時は、

Pete の情報表示ウィンドウに「漢．ロ．．記」といった文字が表示されます。 
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図 9-1 ハードキーボード入力への切り替え 

 

 

 

 

オートスキャン・マウス・手動スキャンで使用するように設定している場合でも、

「Key 入力」ボタンを選択すれば、その時点からハードキーボード入力の機能が使える

ようになります。 

（Settings.txt の設定を変更すれば、Pete 立ち上げ時からハードキーボード入力モード

にすることもできます。詳しくはカスタマイズマニュアルまたはＰｅｔｅ添付文書をご

覧ください）。 

 

９－３．文字入力モードの切り替えと入力操作 

 
（１）モードパレット 

ハードキーボード入力に切り替えると、情報表示ウィンドウに「漢．ロ．．記」や「英．．

半大．普」といった表示が出ます。これを「モードパレット」と呼びます。 

モードパレットは、ハードキーボードから押されたキーをどのように Pete が扱うかを

示しており、「文字入力モード．漢字入力モード．サブモード．普通／記号」の「．」

で区切られた４つのフィールドからなっています。 

 

（２）文字入力モードを切り替える 

ハードキーボード上の「Ｆ３キー」で以下の３つの文字入力モードが切り替わります。 
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モード１：日本語入力 （モードパレットには「漢」を表示） 

モード２：英字入力  （モードパレットには「英」を表示） 

モード３：直接入力  （モードパレットには「直」を表示） 

 
（３）日本語入力モードでの操作 

日本語入力モードでは、ハードキーで文字入力をすると、Pete はかな文字として認識し

ます。日本語入力の操作にはローマ字入力とかな入力の２つの漢字入力モードがあり、

「Ｆ４キー」で切り替えるようになっています。また、環境設定でどちらか一方に固定

する設定をすれば切り替え動作をしなくて済むようにすることも可能です。 

モード１：ローマ字入力 （モードパレットには「ロ」を表示） 

モード２：かな入力   （モードパレットには「かな」を表示） 

 

◇ローマ字入力の時、ハードキーボードからの入力は英文字（ローマ字）として認識さ

れますが、「CapsLock」キーを押すと記号（普通はシフトキーを押しながらでないと入

力できない文字＝キー刻印の左上の記号）を入力することができます。 

 

◇かな入力の時、「゛」（濁点）「゜」（半濁点）「ぁぃぅぇぉ等」（小文字）「ー」

などを入力したい時、Ｐｅｔｅは独自の変換キーを用意しています。下記例のように最

初にひらがなを打ち、直後に変換キーを入力すると変換されます。 

 
変換キーは、以下のとおりです。 

濁点  → @キー 

半濁点 → [キー 

小文字 → \キー 

 
・例）「ぱ」を入力する時は 

「F」（は）＋「[]（半濁点変換キー） → “ぱ”が入力される。 

 

・「を」を入力する時は 

「0」（わ）＋「\」（小文字変換キー） → “を”が入力される。 

 
・「ー」を入力する時は 
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「\」（ろ；バックスラッシュキー）＋「\」（小文字変換キー） → “ー”が入力さ

れる。 

 
（４）英字入力モードでの操作 

 英字入力モードには、 

全角小文字 （モードパレットに「全小」を表示） 

全角大文字 （モードパレットに「全大」を表示） 

半角小文字 （モードパレットに「半小」を表示） 

半角大文字 （モードパレットに「半大」を表示） 

の４つのサブモードがあり、「Ｆ４キー」で上から順に切り替わります。 

また、「CapsLock」キーで英文字と記号（普通はシフトキーを押しながらでないと入力

できない文字＝キー刻印の左上の記号）が切り替わります。 

 ハードキーボードから英字入力モードで文字を入力した場合、アルファベットがその

ままＰｅｔｅの「読み」として入力されます。ソフトウェアに直接アルファベットを入

力したい場合は、次の「直接入力モード」をご利用ください。 

 

（５）直接入力モードでの操作 

 直接入力モードには 

小文字 （モードパレットに「小」を表示） 

大文字 （モードパレットに「大」を表示） 

の２つのサブモードがあり、「Ｆ４キー」で上から順に切り替わります。 

また、「CapsLock」キーで英文字と記号（普通はシフトキーを押しながらでないと入力

できない文字＝キー刻印の左上の記号）が切り替わります。 

 英字入力モードと異なり、直接入力モードでは、ハードキーボードから入力した文字

（アルファベット）が直接アプリケーションソフトへ入力されます。 

 
９－４．候補選択の方法 

 

ハードキーボード入力モードでは、次の３つの候補選択方法を設定することができま

す。あなたが使いやすい方法を選んで設定してください。 

設定は settings.txt 内で行いますが、「猫の手」を使って簡単に設定することができま

す。設定方法はカスタマイズマニュアルをご覧ください。 
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なお、初期状態では、手動スキャン選択方式に設定してあります。 

 
（１）手動スキャンによる候補選択 

予測候補が表示されたら、４つの操作キーを使って候補を選択します。ダウンロード

した Pete では、操作キーは次の４つのファンクションキーに割り当てられています。 

「F8」キー：フォーカスのある候補またはグループを選択する 

「F9」キー：次の候補へフォーカスを移動する 

「F10」キー：前の候補へフォーカスを移動する 

「F11」キー：フォーカスを単語予測ウィンドウへ移す 

これらの操作キーの割り当ては、「猫の手」を使って変更することができます。詳し

くはカスタマイズを参照してください。 

 

（２）オートスキャンによる候補選択 

ハードキーボード入力モードでオートスキャンを動かして候補選択する入力方法です。

この方法では、ハードキーボードでの文字入力操作中も Pete 上ではオートスキャンが動

いていますので、予測候補が表示されたら単語予測ウィンドウにフォーカスが移った時

に「F8」キーを押します。すると、単語予測ウィンドウ内に表示されている候補のオー

トスキャンを開始します。選択したい候補にフォーカスが移ったときに「F8」キーを押

すとその候補が選択されます。 

 
（３）候補グループ選択方式での候補選択 

候補グループ選択とは、候補を表示する際に候補を４つずつ色分け表示し、まずその

色分けされたグループを１つ選び、更にグループ内にある候補を１つ選ぶことにより候

補を選択する方法を言います。手動スキャンと異なり、２ストロークでひとつの候補を

選択することができます。 

グループまたはグループ内の候補は、表示されている順にファンクションキーと対応

づけされており、そのファンクションキーを押すことで選択します。 

標準では次のように設定しています。（キー割り当ては「猫の手」を使って簡単に変

更することができます） 

「F8」キー：最初のグループまたは候補を選択 

「F9」キー：2 番目のグループまたは候補を選択 

「F10」キー：3 番目のグループまたは候補を選択 
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「F11」キー：4 番目のグループまたは候補を選択 

「F7」キー：候補内グループ選択のキャンセル及び単語予測ウィンドウと操作予測ウィ

ンドウの切替 

 
たとえば、2番目のグループ内の 3番目に表示されている予測候補を選択するには「F9」

「F10」と続けて押すことで選択ができます。 

 
図 9-2 候補グループ選択方式での候補表示 

 

 

図 9-3 第 2 グループを選択した状態 

 

 

 

（４）その他 

１）テンキーの数値キーはモードに関わりなく半角数値で Pete の「読み」に入力されま

す。（たとえば、電話番号・郵便番号等、よく使う数字を予測入力させることができま

す） 

２）単語登録するときは、「F6」キーでダイアログが開きます。 
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１０．手動スキャンでの操作方法 

 
Ver.1.40 以降の Pete では、オートスキャンだけでなく５つの操作キーを用いた手動ス

キャンにも対応しました。 

 
１０－１．手動スキャン操作の設定 

 
ダウンロードした Pete は、そのままの設定では手動スキャンはできません。次の手順

で設定を変更してください。 

 
（１）「Petefinal」フォルダにある「settings サンプル集」の中に「手動スキャン用」

フォルダがあります。そこに手動スキャン用の設定を書き込んだ settings.txt ファイルが

ありますので、それをコピーしてください。 

 

（２）コピーした settings.txt ファイルを「Petefinal」フォルダ直下にペーストしてく

ださい。同じ名前のファイルがありますので、確認ダイアログが表示されますが、その

まま置き換えてください。 

 

これで手動スキャンのための設定ができました。 

 

１０－２．手動スキャンでの操作手順 

 
手動スキャンでの操作手順は、基本的にはオートスキャンの場合と同じです。つまり、

「ゾーン選択」「グループ選択」「ボタン選択」の順で選択操作をして、入力したい文

字や単語などを決定します。 

オートスキャンと異なるのは、フォーカスの移動が自動的には進まず、ユーザーが５

つの操作キーを押すことで進むようになっていることです。 

 
（１）手動スキャンの操作キー 

次のように設定されています。 

 
    * 「F8」キー ・・・・ フォーカスのあるグループ、ボタン等を選択する 
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    * 「F10」キー ・・・・ フォーカスを次のグループ、ボタン等に移動する 

    * 「F9」キー ・・・・ フォーカスをひとつ前のグループ、ボタン等に戻す 

    * 「F11」キー ・・・・ 選択を解除する（フォーカスをひとつ上のグループ、ゾー

ンへ戻す） 

    * 「F7」キー ・・・・ 選択をすべて解除する（フォーカスをゾーンスキャンの状

態に戻す） 

 
これらの操作キーの設定は変更することも可能です。詳しくは Pete 添付文書またはカス

タマイズマニュアルをご覧ください。 

 

 
（２）Pete の起動直後には、「Scan」ボタンにフォーカスがあります。手動スキャン操

作の場合は、まず「F9」キーを押して、ゾーンスキャンの状態にしてください。 

あとは、「F6」キーと「F5」キーを使って、選択したいゾーン、グループ、ボタンを選

択していきます。 

 

 


